
令和５年度の学校運営協議会委員です（敬称略）

《会長》 打田 喜行（登下校見守りボランティア）

《副会長》近藤 保行（防災ボランティア）

《委員》 瀬川 直紀（井田川北まちづくり協議会役員）

匹田 守英（井田川南まちづくり協議会役員）

増村 嘉子（主任児童委員） 佐熊 秀樹（放課後児童クラブ職員代表）

江里口 雄（PTA会長） 方田 絢子（PTA副会長）

小林 実 （PTA副会長） 岩間 笑美（PTA副会長）

三谷 敏央（中部中学校校長） 三谷 京子（井田川幼稚園園長）

清水 英輝（井田川小学校校長）

今村 将成（井田川小学校職員） 小野 郁文（井田川小学校職員）

4月27日（木）に令和５年度第１回目の学校運営協議会が開催されました。

今年度も、学校運営協議会を核にして保護者・地域の皆さんとともに学校づ

くりを進め、コミュニティ・スクールのさらなる充実を目指します。
この『生き生き井田川』では、学校運営協議会で話し合われたことや井田川小学校ボラ

ンティア“井田っ子応援団”の活動の様子、地域と連携した教育活動の様子などを見やすくわ

かりやすく伝えていけたらよいなと思っています。
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学校運営協議会だより NO.17 (通算)

令和5年度 NO.1です

第1回の協議会では主にこんなことを話し合いました
〇 学校長より令和５年度学校運営の基本方針についての説明

「今年度は子どもたちが主体的に仲間とつながることを大事にしていきたい。重点取組として

①繰り返し学習と学力保障の取組の継続 ②危険な通学路の改修・整備の実現 ③教職員の勤

務時間の縮減 ④地域をフィールドにした総合学習・生活科の学習 を行う。さらに、教室に

行きづらい子の居場所づくりについても力を入れていきたい。」

→ 委員により令和５年度学校運営の基本方針が承認されました

〇 情報交換・課題の共有

・小学生も中学生も以前よりあいさつをしてくれるようになった。

・登下校の様子を見ていて危ないと感じることがある。通学時のマナーが徹底できるように

手立てについて議論したい。

・子どもが先生や友達とつながること、また、学校運営協議会でたくさん意見を出し合って

大人同士のつながりを強固にすることを大事にしていけるとよい。

・中学生が地域で活躍できる場を拡げていきたい。

・新しい環境となり学校生活に不安や心配を抱えている子もいる。温かく受け入れてもらえ

ることを願う。



コミュニティ・スクールのイメージ

『どんこネット川合』の皆さんにご指導いただきました～５年生田植え体験～

清水校長より
・子どもたちの豊かな成長や安全で安心して暮

らせる地域社会の実現のためには、地域総がか

りでの取組が不可欠です。コミュニティ・スクー

ルはその取組を行っていく組織といえます。

・今年度も学校運営協議会委員さんには学校

の教育活動の実際を観に来ていただきご意見

をいただけたらと思います。

・特にコロナ禍を過ぎ、どのように通常の教育活

動に戻していくかについてご協議いただきたい

です。

☺ たくさんの地域の方にお世話になっています ☺

そんな会話が聞こえてきました。ボランティアさんと子どもたちがこのよ

うに自然とコミュニケーションしている様子に、ボランティアさんの

日々の活動が子どもたちとの確かなつながりをつくっていると感じまし

た。“井田っ子応援団”の皆さんには花ボランティアの他に英語活動、

読み聞かせ、放課後子ども教室『井田っ子スマイル教室』、登下校の見

守りなどの活動でお世話になっています。子どもたちと地域の方のつな

がりがますます強まり拡がっていけるように、今年度も学校・家庭・地

域で力を合わせ考えていきたいです。

井田川小学校では、たくさんの地域の方が“井田っ子応援団”として子どもたちの活動を見守り支え

てくださっています。下の写真は、花ボランティアの近藤さんと下校途中の子どもです。ポットから

顔を出した小さな芽が目に留まった子どもたちが次々とやってきます。

4月２７日㈭、今年も5年生が田植え体験を行

いました。田んぼからは子どもたちの「冷た

い！」という歓声が上がっていました。しだい

に慣れてくると「だんだんあったかくなってき

た」「気持ちいい」という声も。

『どんこネット川合』の皆さんはそんな子ど

もたちの足元、手元を見ながら「大丈夫か？」

「泥の中へしっかり植えて」など子ども一人

一人に声をかけ、ていねいにご指導してくださっていました。

５年生は総合的な学習の時間で１年を通して「米作り」について学び

ます。今後も『どんこネット川合』の皆さんには場面場面でお世話にな

る予定です。他の学年も地域をフィールドにした学習に取り組みます。

コロナ禍で実施できなった活動を復活させることも考えています。井田

川小学校区だけでなく、亀山市全体にも目を向け教材・活動の発掘もし

ていきます。

「これは何の芽ですか？」 「4年生が植えたヒョウタンだよ」 「いつもありがとうございます」

ることを願う。
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